
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□成果と課題 

☆成果 

○平成 19 年の開設以来、教育委員会・学習アドバイザー・学校・地域が連携しながら、放課後における子ども達

の安心・安全な居場所づくりに貢献しています。 

★課題 

○新型コロナウイルス感染症対策に配慮しながら、子供たちが集中して学び、のびのびと活動できる環境づくりを行う

必要があります。また、学年を問わず幅広く楽しめる魅力ある教室づくりのため、内容についても検討していく必要が

あると考えています。 

 

《事業の目的》 

 放課後における子ども達の安心・安全な活動場所（居場所）を確保し、学習や様々な創作活動・体験活動を

通して、子ども達が地域の中で心豊かに、健やかに育まれる環境をつくることを目的としています。 

 

 

□ 特色 

  前半を宿題や学習アドバイザーが用意した課題に取り組む学習時間、後半をレクリエーションの時間とし、 

  メリハリをつけた内容で行っています。また、月に１度、お楽しみ会として、創作活動や村の自然、文化・歴史

を感じられるような体験活動を行っています。 

□ 教室の実施場所 小菅村中央公民館 

□ 教室の開催日  毎週水曜日の放課後 

□ 参加対象者  村内の小・中学生 

□ 活動内容 

  学習時間は、まず学校の宿題を行い、終わり次第、自分のタイミングで学習アドバイザーが用意した課題に取り

組みます。課題は算数・論理・漢字パズル、ローマ字の練習など様々で、1人 1人に合わせて難易度や量を調整して

います。また、学習アドバイザーが適宜、学習のフォローを行っています。 

レクリエーションの時間は、毎回、違う内容のレクリエーションを行っています。ルール説明の後、順番や戦略など

についてチームで話し合いを行った上でレクリエーションに臨んでいます。子供たちは、ルールを守る・自分で考えて

行動する・周囲のことを考える・難しいことや初めてのことにも挑戦してみるということをレクリエーションを通して学ん

でいます。また、月に１度のお楽しみ会では、子供たちがいきいきと活動し、村の自然や季節を肌で感じられるような

創作活動や村ならでは・季節ならではの体験活動を行っています。 

   

 


